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は じ め に 

 

共用設備基盤センター長  末吉 邦 

 

共用設備基盤センターは、本学が第三期中期目標に掲げる「研究の質を向上させるとともに、社会か

らの要請等に柔軟に対応できる研究支援体制を構築する。」の実現に向けて、教育研究支援体制及び放射

線安全管理体制を効率的に充実させ研究者の利便性を向上することを目的として、平成 28 年度にアイソ

トープ総合センター、旭町地区放射性同位元素共同利用施設、自然科学系附置 RI センター及び機器分析

センターを統合して設立されました。同センターでは、研究設備マスタープランを立案し設備・機器等

の共用化を促進するとともに、大型分析機器や放射性同位元素等を利用した教育研究を推進するための

全学的な中心機関として、施設・設備の管理や教育研究等の業務連携を進め、大学の機能強化に資する

役割を担っています。 

 

新しい研究設備・機器共用システムの構築を目的とした文部科学省先端研究基盤共用促進事業「新た

な共用システム導入支援プログラム（2018 年度～2020 年度）」では、本センターを統括部局として、部

局間の枠組みを越えて組織された 3 つの研究組織（オミックス共用ユニット、マテリアルサイエンス共

用ユニット、ケミカルバイオロジー共用ユニット）とともに、学内はもとより、学外研究機関、企業ユ

ーザーからの共同利用のための共用システム構築を行ってきました。また、全学として約 200 台の設備

の共用化が完了し、研究活動推進を目的として整備した、大型設備の集約拠点（五十嵐ラボ、旭町ラボ）

に、汎用性の高い研究設備の集約を進めるなど、設備共用の基盤を築けたと感じております。今後は、

技術職員の人材育成、地域との連携、リモート化への対応など、次の段階に進み、さらなる発展を目指

します。 

 

一方、放射線設備に関しては、従来から、法律の要請のために拠点施設に集約されており、様々な分

野の研究者に共用され、本学における特色ある教育・研究の発展に寄与しています。しかしながら、専

門知識を有する技術職員の放射線施設への配置が無く、安全管理体制及び利用者のサポート体制は十分

とは言い難い状況にあります。本センターとして、放射線を利用した研究活動を更に強力に支援し，な

おかつ安全管理に万全を期するために，大学および研究者等から求められる役割や在り方を見直すとと

もに、人材の拡充や組織の強化に努めていきたいと考えております。 

 

本センターの設立を契機として、安全かつ安心な設備共用によって本学の研究が活性化することを期

待しています。 
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センターの概要

理念と目標

新潟大学共用設備基盤センターは、本学における研究設備のマスタープランを立案し、設備・機器等

の共用化を促進するとともに、大型分析機器や放射性同位元素等を利用する施設・設備の管理や教育研

究等を推進することを目的とする。具体的には以下の業務を遂行することで、本学の研究を支援する役

割を担う。 

(1) センターの利用者の交流と共同研究の促進に関すること。

(2) 設備マスタープランの立案に関すること。

(3) 設備・機器の学内外に対する共用化促進及び管理・運営体制の支援に関すること。

(4) センターの施設・設備の管理及び運用に関すること。

(5) 分析機器の安全利用及びその教育訓練に関すること。

(6) 放射性同位元素利用の安全管理に関すること。

(7) 放射線業務従事者の教育訓練に関すること。

(8) 放射線安全管理についての情報の収集に関すること。

(9) 学内放射線取扱施設への指導助言に関すること。

(10) 計測・分析技術及び放射性同位元素等の研究開発並びにこれらの情報の収集及び提供に関す

ること。

(11) センター所属の技術職員の育成に関すること。

設立の経緯 

第 5 期科学技術基本計画（平成 28 年 1 月 22 日閣議決定）には「国は、大学及び公的研究機関の研究

施設・設備について、計画的な更新や整備を進めるとともに、更新・整備された施設・設備については

各機関に共用取組の実施を促しつつ、その運転時間や利用体制を確保するための適切な支援を行う」こ

とが述べられ、文部科学省は大学に対してより有効な設備共用の仕組みづくりを奨励している。このよ

うな設備の共用化の流れの中で、本学においても「設備マスタープラン」を策定し計画的な設備整備を

試みてきたが、学内に分散する研究設備、教育設備の全学共用の一層の推進と学外共用を展開するため

には、全学にある共用可能な設備等の調査とデータベース構築、設備の共同利用システムの策定と運用、

さらには将来設計を策定できる組織の整備が急務となった。全学共用設備の運営を行ってきた機器分析

センターは、これまで拠点スペースをもたないまま大型機器の分散管理をしてきた。また、大学の各部

局に分散して設置された大型分析装置は、教員の個別管理に任されているものが多く、その存在は学内

に広く周知されていないため、共用されていない事例も多かった。 

放射性同位元素（RI）利用技術の開発による先端研究での用途の多様化が進む一方で、大学等におけ

る RI 利用の減少と管理施設の老朽化のため、各大学の非密封 RI 使用施設は廃止される傾向が続いてい
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る現状を踏まえ、日本学術会議では「RI に関する全国規模でのネットワーク研究・教育拠点化構想の重

要性」が提言された（平成 29 年 9 月 6 日）。本学の旭町地区 RI 共同利用施設においても、利用者数が減

少と技術職員不足が重なり施設の安全管理が困難な状況になった。RI 利用施設の運用方法の刷新を早急

に進める必要があった。 

ついては、研究推進機構の三施設（アイソトープ総合センター、旭町地区 RI 共同利用施設、機器分析

センター）を統合することにより、研究支援体制を整理することとなった。また、統合した新組織にお

いて刷新する設備マスタープランの下で設備・機器等の共用化を促進するとともに、大型分析機器や RI

等を利用する施設・設備の管理や教育研究等の業務連携を進めることで本学の機能強化を図ることにな

った。そこで、平成 29 年 2 月 1 日に共用設備基盤センターを設立した。さらには、五十嵐地区の放射線

安全管理を主導してきた自然科学系附置 RI センターとの協議を重ねた結果、平成 29 年 10 月 1 日に自然

科学系附置 RI センターを共用設備基盤センターに統合することで、全学的 RI 施設連携が強化され安定

的一元的管理体制が構築された。 

組 織 

共用設備基盤センター長 末吉 邦 

副センター長 竹林浩秀 機器分析部門長 大島勇人 

企画戦略室長 山田寛喜 放射性同位元素部門長 伊藤紀美子 
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委員会 

各種委員会の紹介 

○共用設備基盤センター運営委員会

新潟大学における設備マスタープランを立案し，設備・機器等の共用化を促進するとともに，大型分

析機器や放射性同位元素等を利用する施設・設備の管理や教育研究等を推進する共用設備基盤センター

の運営に関する重要事項を審議するもの。 

○研究設備全学共用化推進専門委員会

研究設備の共用を推進するため，本学の各部局の研究設備の専門家で構成した専門事項を調査審議さ

せるための専門委員会。 

○先端共用委員会

文部科学省の先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）に採択された各

共用ユニットにオンライン予約システムや利用料金算定基準など管理・運用に関するノウハウの提供や

各ユニット間の情報共有や他大学・県内企業等への水平展開等の施策の検討を行うための専門委員会。 

○共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設

放射性同位元素管理委員会

新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町RI施設における放射線障害予防

規程に基づき，放射線障害の防止等の安全管理に関し必要な事項について審議するもの。 

○共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設

放射性同位元素管理委員会

新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐RI施設における放射線障害予

防規程に基づき，放射線障害の防止等の安全管理に関し必要な事項について審議するもの。 
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各種委員の名簿（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

○ 共用設備基盤センター運営委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 センター長 教 授 末吉 邦 

第２号 

設備戦略企画室長 教 授 山田 寛喜 

機器分析部門長 教 授 大島 勇人 

放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第３号 共用設備基盤センター専任教員 

准教授 古川 貢 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第４号 人文社会・教育科学系(教育学部) 准教授 五十嵐 智志 

第５号 

自然科学系（理学部） 准教授 後藤 真一 

自然科学系（工学部） 教 授 児玉 竜也 

自然科学系（農学部） 教 授 伊藤 紀美子 

第６号 

医歯学系（医学部医学科） 教 授 竹林 浩秀 

医歯学系（医学部保健学科） 准教授 早川 岳英 

医歯学系（歯学部） 教 授 佐伯 万騎男 

第７号 
脳研究所 教 授 池内 健 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 

第８号 医歯学総合病院 教 授 石川 浩志 

第９号 
保健管理・環境安全本部 

環境安全推進室長 
教 授 木村 勇雄 

第１０号 
保健管理・環境安全本部 

保健管理センター所長 
教 授 鈴木 芳樹 

第１１号 
その他センター長が 

必要と認めた者 
特任専門職員 横山 裕子 
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○ 研究設備全学共用化推進専門委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 

設備戦略企画室長 教 授 山田 寛喜 

設備戦略企画室 特任専門職員 横山 裕子 

第２号 機器分析部門長 教 授 大島 勇人 

第３号 
共用設備基盤センター 

専任教員（機器分析部門担当） 
准教授 古川 貢 

第４号 

自然科学系（理学部） 准教授 高橋 俊郎 

自然科学系（工学部） 教 授 山田 寛喜 

自然科学系（農学部） 教 授 伊藤 紀美子 

第５号 

医歯学系（医学部医学科） 教 授 松本 壮吉 

医歯学系（医学部保健学科） 准教授 早川 岳英 

医歯学系（歯学部） 教 授 佐伯 万騎男 

第６号 

脳研究所 准教授 宮下 哲典 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 
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○ 先端共用委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 

設備戦略企画室長 教 授 山田 寛喜 

設備戦略企画室 特任専門職員 横山 裕子 

第２号 

オミックス共用ユニット長
（脳研究所）

教 授 池内 健 

マテリアルサイエンス共用ユニット長

（自然科学系（理学部）） 
教 授 小西 博巳 

ケミカルバイオロジー共用ユニット長

（自然科学系（農学部）） 
教 授 伊藤 紀美子 

第３号 

オミックス共用ユニット

（脳研究所） 
准教授 宮下 哲典 

オミックス共用ユニット

（脳研究所） 
特任助教 原 範和 

オミックス共用ユニット

（医歯学系（院医歯（医））） 
教 授 竹林 浩秀 

オミックス共用ユニット

（医歯学系（院医歯（医））） 
教 授 松本 壮吉 

オミックス共用ユニット

（医歯学系（院医歯（医））） 
教 授 松本 雅記 

オミックス共用ユニット

（医歯学系（院医歯（医））） 
特任助手 小林 大記 

マテリアルサイエンス共用ユニット

（自然科学系（理学部）） 
教 授 梅林 泰宏 

マテリアルサイエンス共用ユニット

（自然科学系） 
特任専門職員 村田 友輝 

ケミカルバイオロジー共用ユニット

（自然科学系（農学部）） 
教 授 佐藤 努 

ケミカルバイオロジー共用ユニット

（自然科学系（農学部）） 
助 教 金古 堅太郎 

ケミカルバイオロジー共用ユニット

（農学部） 
技術職員 中島 真美 

ケミカルバイオロジー共用ユニット

（共用設備基盤センター） 
特任専門職員 伊藤 可那 

機器分析部門長 教 授 大島 勇人 

共用設備基盤センター 

専任教員（機器分析部門担当） 
准教授 古川 貢 

共用設備基盤センター 
専任教員（機器分析部門担当） 

特任助教 周 麗 
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○ 共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設放射性同位元素管理委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第２号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第３号 

理学部 准教授 大坪 隆 

医学部医学科 教 授 成田 一衛 

医学部保健学科 准教授 早川 岳英 

歯学部 准教授 天谷 吉宏 

工学部 准教授 狩野 直樹 

農学部 助 教 上田 大次郎 

大学院自然科学研究科 教 授 伊藤 紀美子 

脳研究所 特別研究員 中村 ゆきみ 

医歯学総合病院 
副診療放射線 

技師長 
羽田野 政義 

危機管理本部環境安全推進室 

第４号 
放射性同位元素部門放射線取扱

主任者 
准教授 泉川 卓司 

第５号 
その他委員会が安全管理を円滑

に行うために必要と認めた者 
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○ 共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設放射性同位元素管理委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第２号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第３号 

五十嵐 RI 施設の主任者 准教授 大坪 隆 

五十嵐 RI 施設の主任者の代理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第４号 

理学部の取扱責任者 准教授 大坪 隆 

工学部の取扱責任者 准教授 狩野 直樹 

農学部の取扱責任者 教 授 大竹 憲邦 

大学院自然科学研究科の 

取扱責任者 
教 授 佐藤 努 

第５号 安全管理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第６号 その他委員長が必要と認めた者 
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センターの事業日誌

年 月 日 事 業 内 容 

2020 年 

4 月 17 日 第６回先端共用委員会 

8 月 3 日 第１３回共用設備基盤センター運営委員会 

8 月 20 日 第７回先端共用委員会 

10 月 15 日 第１９回研究設備全学共用化推進専門委員会 

2021 年 

1 月 29 日 知りたいことだけ！サクッと共用設備セミナー 

2 月 4 日 第７回共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設放射性同位元

素管理委員会 

第７回共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設放射性同位

元素管理委員会 

2 月 24 日 共用設備基盤センター旭町ラボお披露目会と現地案内 

3 月 18 日 第８回先端共用委員会 

3 月 22 日 第１４回共用設備基盤センター運営委員会 
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活動報告 

設備戦略企画室

設備戦略企画室は、共用設備基盤センターが実施する研究設備全学共用化促進事業を円滑に進めるこ

とを目的として設置された部署であり、本年度は同事業に密接に関連する、1) 研究設備マスタープラン

アンケートの改定と実施、2) 平成 30 年度に採択された文部科学省の先端研究基盤共用促進事業（新た

な共用システム導入支援プログラム）を中心に報告する。 

1）研究設備マスタープランアンケート

令和 2 年度第 4 回の研究設備マスタープランアンケートを実施し、実施内容の概要と、施設・部局ア

ンケート（表 1）の結果である要望設備のランキングを共用設備基盤センターのホームページ（1）で公表

した。 

平成 29 年度より「設備マスタープランアンケート調査」を開始して 3 年が経過し、研究設備の需要に

関する情報を得ることはできるようになった。研究者個人アンケートは平成 30 年度まで毎年実施してい

たが、設備導入の実効性を高めるため本年度（令和元年度）より 3 年に一度とした。また、実施時期を

中期目標・中期計画の初年度及び中間年度とし、研究設備マスタープランを更新することとしたため、

令和 2 年度に関しては、施設・部局アンケートのみを行った。施設・部局アンケートに関しては、研究

者個人アンケートでは対象とはなりにくい研究設備で、施設・部局の研究戦略上必要な設備、共用施設

の運営に必要な設備、法令に基づき整備すべき設備を対象としている。施設・部局アンケートは毎年実

施し、マスタープラン更新を行うアンケートの概要については公表しているので、詳細はホームページ

を参照されたい。 

共用設備基盤センターでは、研究設備マスタープランアンケートで上位にランキングされた研究設備

を購入する財源の確保に工夫を重ねてきた。共用設備の予約・課金を一元管理するオンラインシステム

（OFaRS）の効率的運用、共用設備数の増加、利用者数の増加、稼働率の増加など、共用システムを活用

した利用料金収入の拡大、設備維持費のインセンティブ予算化による効率的な運用、大型汎用設備の集

約化による効率的管理、設備マスタープランのアンケート提案者による部分的な負担、文部科学省の先

端研究基盤共用促進事業の新たなプログラムへの応募などである。いずれも「共用」と「共助分担」」が

キーワードになり、研究基盤を維持し大学の研究力を高めていくためには、「研究設備の共用」の重要性

が指摘できる。 
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総合
ランキング

総合評価
スコア

部局・
施設名 設備名・数量・設置場所 関連する中期⽬標等 共⽤が⾒込まれる

組織・研究分野
法令により整備が必要

な場合 更新対象現有設備 所要額
（千円）

1位 76.3 脳研究所

（設備名）シングルセル遺伝⼦解析システム
（数量）⼀式
（メーカー名）ー
（設置場所）脳研究所 遺伝⼦実験施設（旭町地
区）

【23】、【24】、【26】、
【27】、【30】、【34】、
【49】

ライフサイエンス研究を⾏う部
局
オミックス共⽤ユニット
ケミカルバイオロジー共⽤ユニッ
ト
ライフイノベーションハブ
⾼等教育コンソーシアム新潟
新潟⼤学産学連携協⼒会

ー ー 159,975

2位 75.5 医学部

（設備名）P3レベル実験施設
（数量）⼀式
（メーカー名）ー
（設置場所）医学部⻄研究棟７階721室、

　　⻄研究棟６階

【29】、【31】、【33〜
36】、【44】、【49】、
【50】

P3病原体を使⽤した感染症
研究分野

法令名︓感染症の予
防及び感染症患者に
対する医療に関する法
律（平成⼗年法律第
百⼗四号）

P3レベル簡易実験室
（⾼度管理室721
室）

187,900

3位 74.5 農学部

（設備名）⽣命化学系⾼精度物質解析システム
（数量）⼀式
（メーカー名）ー
（設置場所）共⽤設備基盤センター

　　五⼗嵐地区

I-2-(2) 若⼿研究者
の育成・⽀援のための
体制整備, 研究の質の
向上

化学・⽣物・農学・⼯学・医
学・⻭学・創⽣学部・医⻭学
研究科・⾃然科学研究科

ー ハイブリッド型LC/MSn
システム 234,489

4位 69.5 ⼤学院⾃然科学
研究科

（設備名) テーラーメイド医⽤デバイス開発のための統
合型

⾦属加⼯評価試験装置
（数量）⼀式
（メーカー名）ー
（設置場所）共⽤設備基盤センター

　　五⼗嵐地区

中期⽬標︓2(1)(2)、
4(2)
中期計画︓【30】
（「⽣体医⼯学」に関
する学内外共同研究の
強化）、【49】（医療
イノベーションの創出）

医⻭学総合病院
⼤学院医⻭学総合研究科
⼤学院保健学研究科

ー ー

180,000
【うち附帯⼯事分
（電源設備）︓

4,000】

5位 68.3 ⻭学部

（設備名）⾼速多光⼦共焦点レーザー顕微鏡システ
ム
（数量）⼀式
（メーカー名）Nikon
（設置場所）⻭学系共同研究スペース

中期⽬標︓Ⅰ２ 
(1) (2)

⼤学院医⻭学総合研究科、
脳研究所、⾃然科学研究科 ー ー 130,000

6位 67.0 ⾃然科学系

（設備名）極微⼩領域組成結合分析システム
 KRATOS ULTRA2

（数量）⼀式
（メーカー名）島津製作所
（設置場所）共⽤設備基盤センター

      五⼗嵐地区

Ⅰ-2-（1）-【29】
【31】
Ⅰ-2-（2）-【34】

⼯学部，理学部，農学部，
医学部，⻭学部，教育学
部，創⽣学部，⽇本酒学セ
ンター，地域創⽣推進機構

労働安全衛⽣法第88 
条第2項，電離放射

線障害防⽌規則第15
条

極微⼩領域組成結合
分析システム
（X線光電⼦分光
（XPS）装置及びオー
ジェ電⼦分光（AES）
装置）

185,000

7位 63.3

共⽤設備基盤セン
ター放射性同位元
素部⾨および保健
管理・環境安全本
部　環境安全推進

室

（設備名）放射線測定装置・関連分析装置⼀式
（数量）⼀式
（メーカー名）ー
（設置場所）a,共⽤設備基盤センター

　　　五⼗嵐地区
　　b,旭町地区

       c,d保健管理・環境安全本部

I-2-(2) 若⼿研究者
の育成・⽀援のための
体制整備, 研究の質の
向上

ＲＩ施設管理、⽣命⾷品科
学系、環境系・理⼯学系、医
⻭学系、病院

放射線障害防⽌法お
よび労働安全衛⽣法
電離放射線障害防⽌
規則
下⽔道法、⽔質汚濁
防⽌法、廃棄物の処理
及び清掃に関する法律

ー 108,993

8位 62.3 ⼯学部

（設備名）先進材料微細組織　
    前処理・観察・分析システム

（数量）⼀式
（メーカー名）ー
（設置場所）共⽤設備基盤センター

　　 五⼗嵐地区

中期⽬標　
２　研究に関する⽬標　
(1)－【29】、【30】、
【31】、【32】
３　社会との連携や社
会貢献及び地域を志
向した教育・研究に関
する⽬標　【37】

⼯学部，理学部，農学部，
医学部，⻭学部，⾃然科学
研究科

ー 顕微鏡  ⾛査顕微鏡 163,400

9位 58.8 創⽣学部

（設備名）ワンストップ型多元データ⽣成・解析設備
（数量）⼀式
（メーカー名）ー
（設置場所）共⽤設備基盤センター

　　 五⼗嵐地区

【30】、【34】、【73】、
【78】、【79】（中期計
画項⽬番号）

創⽣学部、ビッグデータアクティ
ベーション研究センター、医学
部、⼯学部、⼈⽂学部、法学
部、経済科学部、理学部、農
学部

ー ー 39,500

10位 54.0 理学部

（設備名）JXA-iSP100 (5ch)
（数量）⼀式
（メーカー名）⽇本電⼦
（設置場所）共⽤設備基盤センター

　　五⼗嵐地区

中期⽬標　I２(1)，I
３，V２
中期計画　I１(1)
【2】, I 2 (1)【25】

災害科学分野，地球科学分
野，物理学分野，化学分
野，医学分野，⻭学分野，
材料⼯学分野，考古学分野

ー
波⻑分散型電⼦プロー
ブマイクロアナライザー
JXA8600

115,500

(表1)　研究設備マスタープラン【施設・部局アンケートランキング2020】
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2)設備導入

｢設備マスタープランアンケート調査」は学内研究者の声を集計した結果であり、設備マスタープラン

アンケート調査の意義として、新潟大学の研究力底上げの大部分として根付くことが期待できる。平成

30 年度のマスタープラン結果 1 位は NMR であり、令和 3 年現在、導入に向けて調整中である。加えて、

令和元年度のマスタープラン結果 1 位であった共焦点レーザー顕微鏡に関しても、現在財源も含めて調

整中である。 

共用設備基盤センターが中心になって研究者から出資者を募り設備を導入する財源の制度として、設

備ファンドがあるが、この出資者募集に関しても設備導入に向け平行して行っていく。 

3)共用設備集約拠点

旭町ラボの完成 

分散された共用設備の旭町における集約拠点として、五十嵐ラボの他に、旭町キャンパスの共同研究

棟 2 階を旭町ラボ（総計 522.4 ㎡）の改修工事が施設概算要求を原資として進められ、令和 2 年 12 月に

完了し、令和3年2月より本稼働した。(図1、図2) 207室に2台のEPMA(①株式会社島津製作所 EPMA1610 

②株式会社島津製作所 EPMA1720HT（図 3）)、210 室に 3 台の FACS(いずれも日本ベクトン・ディキンソ

ン株式会社 ①BD FACSAriaⅢ™セルソーター（図 4） ②BD FACSCalibur™フローサイトメトリー ③BD

FACSAriaⅡ™セルソーター)を集約した。また、209 室には設備戦略企画室の職員および旭町キャンパス勤

務の機器分析部門の技術職員の執務室がある。 

図 1 旭町ラボ平面図   図 2. 旭町ラボ外観(共同研究棟 2 階) 
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図 3. EPMA1720HT    図 4. FACSAriaⅢ 

顔認証入退館管理システムの導入 

今後の大学における IC カード導入に左右されることなく、利用者の利便性を重視したセキュリティシ

ステムとして、旭町ラボ(202 オープンエリア実験室、206a 実験室 1、206b 顕微教室、209c 職員室、207EPMA1

室、210a セルソーター室)五十嵐ラボ(108EPMA 室、304 分析機器室)に、顔認証入退館管理システムを導

入した。 

4）新たな共用システム導入支援プログラム

先端研究基盤共用促進事業(新たな共用システム導入支援プログラム)として、キャンパスと部局の枠

組みを越えて組織された 3 つの研究組織（オミックス共用ユニット、マテリアルサイエンス共用ユニッ

ト、ケミカルバイオロジー共用ユニット）の管理・運用する大・中型研究設備を共用設備とすることを

提案し、平成 30 年度に採択にされ、令和 2 年度が最終年度となった。本学における実施体制を図５に示

す。 

「新たな共用システム導入支援プログラム」（2）は、3 年間にわたり事業費が支援され、1) 共用研究設備

の再配置、更新再生、管理システムの構築、2) 共用システムの運用に必要な技術支援員の雇用と配置、

3) 消耗品購入などの保守管理費に充てられてきた。各共用ユニットに配備されている共用設備の管理と

運営の円滑化を図るため、共用設備基盤センター（統括部局）と各共用ユニットによって組織される｢先

端共用委員会｣(平成 30 年度)において、利用料金体系の設定、必要な規程の改定、部局の壁を打破した

オンライン予約システム（OFaRS）の改修等について、継続的に協議してきた。

特に、利用料金に関しては、人為的なミスを最小限に抑えること、及び最終的な自立を見据えることを

目的とし、OFaRS に登録された研究設備における利用料金徴収業務を統括部局の事務担当にて受託してき

た。また、利用料金収入の越年の手間を最小限に抑えるために統括部局にて一括管理した。 

一方、学外の企業、研究機関、公設試へは、「高等教育コンソーシアムにいがた」に加盟する高等教育機

関 26 校、「新潟大学産学連携協力会」に加盟する 100 社以上の県内企業からの利用増を目的として、特

別料金を設置した。その結果、事業期間中に 10 組織から学外利用を受け、そのうち 5 つの組織が特別利

用料金を活用しており、目標とした数値(5 つの研究組織)を超えた成果を得ることができた。学外からの
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利用料収入の増収により、持続的な運営が可能な体制を構築できた。本事業を通して、3 つの共用ユニッ

トに関わった教員のみならず、共用設備の利用者としての教員を併せて 240 名程度の教員に OFaRS が利

用されており、設備の共用、利用料金による維持管理の文化が根付いたと言える。 

図 5．新潟大学における 「新たな共用システム導入支援プログラム」 実施体制 

上記事業内容を円滑に進めるため、先端共用委員会を開催した。 

第 6 回 令和 2 年 4 月 17 日（金）15：00～ 

場所； zoom 

議題 1．委員交代について 

2．令和元年度委託業務完了届等の提出について 

3．先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）の実施状況アンケート 

について 

4．令和元年度共用設備利用料金について 

5．先端研究基盤共用促進事業パンフレットの作成について 

6．令和 2 年度委託契約書の締結について 

7．文部科学省先端研究基盤共用促進事業シンポジウムについて 

8．コアファシリティ構築支援プログラムについて 
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第 7 回 令和 2 年 8 月 20 日（木）16：30～ 

場所；zoom 

議題 1．額の確定調査の対応について 

2．先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）の実施状況アンケート

に ついて 

3．先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）の選定結果について 

4．先端研究設備整備補助事業（研究活動再開等のための研究設備の遠隔化・自動化による環境整

備）の選定結果について 

5. 旭町ラボの進捗状況について

第 8 回 令和 3 年 3 月 18 日（木）10：30～ 

場所；zoom 

議題 1．委員の変更について 

2．新たな共用システム導入支援プログラム委託業務完了届等の提出について 

3．新たな共用システム導入支援プログラムパンフレットについて 

4．先端研究設備整備補助事業（研究施設・設備・機器のリモート化、スマート化）の選定結果に

ついて 

5．コアファシリティ構築支援プログラムについて 

6．旭町ラボの運用について 

7．令和 2 年度共用設備利用料金について 

8．新たな共用システム導入支援プログラム終了報告会の開催について 

9．新たな共用システム導入支援プログラム終了後の運用について 

5)先端研究基盤共用促進事業(研究施設・設備・機器・のリモート化・スマート化)

 本学のイノベーション機能の強化のため、また、研究設備の全学的なリモート化を拡大・推進し、さ

らに全学的な研究フラッグシップ領域における共用設備を強化するために、令和 2 年度第 3 次補正予算 

先端研究基盤共用促進事業(研究施設・設備・機器・のリモート化・スマート化)に申請し、採択された。

コロナ禍において、3 密の回避が命題であり、研究が思うように進展させられない状況が続いている中で

も円滑に研究が進められるような仕組の一つとして、共用研究設備の遠隔利用化が考えられる。研究設

備の遠隔化、及び、大学フラッグシップを活かしたイノベーション創出という点で①研究設備リモート

化システムと②ハイスループット細胞機能探索システムが採択された。 

コロナ渦において、研究室等での滞在時間が制限される中で、学外等からの測定効率を高めることは非

常に重要であり、今後の研究、教育両面のおける活動推進の後押しとなる事業に採択されたことで、設

備共用と共に全学的なリモート化を進めていきたい。 
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6)知りたいことだけ！サクッと共用設備セミナー 「その研究に！使える装置がここにある」 

 学内教職員を対象に、新潟大学において共用設備の利用方法を知ってもらうことを目的として、知り

たいことだけ！サクッと共用設備セミナー第 1 回「その研究に！使える装置がここにある」(3)をオンラ

インにて開催した。 研究企画室 URA が主催しているテーマ別限定・短時間(20 分程度)のセミナー“知り

たいことだけ！サクッとセミナー”を活用させていただき、共用設備基盤センターの利用を紹介するこ

とを想定している。全 3 回を想定し、令和 2 年度は第 1 回として、研究に活用できる装置の利用方法や

相談窓口について紹介した。 

日時：  令和 3 年 1 月 29 日(金)  ①12:00～12:20 ②17:30～17:50 

開催形式：  オンライン(zoom) 

より多くの教職員に聞いていただけるように時間帯を変えて 2 回行い、合計 42 名の教職員の参加があっ

た。その内、3 名より問い合わせがあり、1 名はユーザーとなり現在も継続的に問い合わせをもらってい

る。開催後はアンケート調査を行ったことによって、今後の自センターの運用や認知活動へと活かして

いくこととした。 

7)新規事業の提案

新規事業として、文部科学省より、「先端研究基盤共用促進事業 研究活動再開等のための研究設備の

遠隔化・自動化による環境整備｣の募集（公募期間；令和 2 年 5月 28 日～令和 2 年 6 月 18 日）があった。

この事業は、研究設備の遠隔・半遠隔利用に関する導入支援プログラムで、特に学外からの利用者に対

して、利用者自身の移動をすることなく共用設備が利用可能とする仕組みの導入が目的である。 

この事業に申請書を提出したが、採択には至らなかった。 

また、｢先端研究基盤共用促進事業 コアファシリティ構築支援プログラム｣の募集（公募期間；令和 2

年 4 月 1 日～令和 2 年 5 月 27 日）において、申請をした。残念ながら不採択ではあったが、理由を分析

し、次の申請に活かしていく。 

参考資料 

(1) 研究設備マスタープランアンケート

https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/ccrf/ccrf-planning/cp-masterplan/

(2) 先端研究基盤共用促進事業

https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/ccrf/new-shared-system/

(3) 知りたいことだけ！サクッと共用設備セミナー第 1 回「その研究に！使える装置がここにある」

https://www.irp.niigata-u.ac.jp/news/3437/
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機器分析部門 

［開催記録］ 

〇部門会議 

・第 36 回 (令和 2 年 4 月 10 日(金))  ZOOM 

・第 37 回 (令和 2 年 5 月 8 日(金))  ZOOM 

・第 38 回 (令和 2 年 6 月 12 日(金))  ZOOM 

・第 39 回 (令和 2 年 7 月 17 日(金))  ZOOM 

・第 40 回 (令和 2 年 8 月 7 日(金)) ZOOM 

・第 41 回 (令和 2 年 9 月 11 日(金))  ZOOM 

・第 42 回 (令和 2 年 10 月 9 日(金))  ZOOM 

・第 43 回 (令和 2 年 11 月 13 日(金))  ZOOM 

・第 44 回 (令和 2 年 12 月 11 日(金))  ZOOM 

・第 45 回 (令和 3 年 1 月 8 日(金))  ZOOM 

・第 46 回 (令和 3 年 2 月 12 日(金))  ZOOM 

・第 47 回 (令和 3 年 3 月 12 日(金))  ZOOM 

〇研究集会・展示会など 

・令和 2 年 9 月 16 日(水)13:30～15:45 統合データーベース講習会

AJACS オンライン１「情報の在処を調べて利用する」ウェブセミナー AJACS 主催 

・令和 3 年 1 月 14 日(木)15:00～16:00 NMR データ処理ソフト「Delta」利用セミナー

共用設備基盤センター主催 

・令和 3 年 2 月 24 日(水)12:00～14:00

「共用設備基盤センター旭町ラボお披露目会と現地案内」 共用設備基盤センター主催 

［活動記録］ 

〇会議出席 

・令和 2 年 4 月 8 日(水)【WEB】長岡技大 オンライン計測・SHERE 説明会

・令和 2 年 4 月 24 日(金)【WEB】設備 NW 令和元年度開催講習会・加速事業報告会/作業部会

・令和 2 年 5 月 28 日(木)【WEB】組織研究会 第 1 回 WEB シンポジウム

文部科学省・内閣府の科学技術政策の最新状況について 

・令和 2 年 6 月 5 日(金)【WEB】設備 NW URA と技術職員による情報交換会

・令和 2 年 6 月 17 日(水)【WEB】組織研究会

第 2 回「コロナ対策に有効な学生実験・実習テーマの Web 報告会」 
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・令和 2 年 7 月 8 日(水)【WEB】組織研究会 第 2 回 WEB シンポジウム

「研究基盤政策に関する最近の動き」 

・令和 2 年 7 月 9 日(木)【WEB】長岡技大 分析技術者交流発表会

・令和 2 年 7 月 22 日(水)【WEB】長岡技大 分析計測センター・SHARE 講演会

・令和 2 年 9 月 10 日(木)～11 日(金)【WEB】2020 年度 機器・分析技術研究会

・令和 2 年 10 月 1 日(木)【WEB】組織研究会 技術職員の歴史と組織化

・令和 2 年 10 月 16 日(金)【WEB】【広報担当】2020 年度 機器・分析センター協議会

・令和 2 年 10 月 19 日(月) 長岡技大 第 2 回技術交流会

・令和 2 年 10 月 21 日(水)【WEB】マスイメージングセンター利用説明会

・令和 2 年 11 月 19 日(木)【WEB】長岡技大 第 2 回技術交流会

・令和 2 年 12 月 21 日(月)【WEB】長岡技大 SHARE 機器交流会

・令和 3 年 1 月 6 日(水)【WEB】新潟大学 第 3 回技術交流会

・令和 3 年 1 月 22 日(金)～29 日(金)【WEB】研究基盤 EXPO2021

・令和 3 年 1 月 22 日(金) 【WEB】第 5 回新共用事業連絡協議会

・令和 3 年 1 月 25 日(月) 【WEB】【広報担当】

令和 2 年度 国立大学法人機器・分析センター協議会シンポジウム 

・令和 3 年 1 月 27 日(水) 【WEB】文部科学省先端研究基盤共用促進事業シンポジウム

・令和 3 年 1 月 28 日(木) 【WEB】第 2 回 研究基盤イノベーション分科会

・令和 3 年 1 月 28 日(木) 【WEB】第 7 回設備サポートセンター整備事業シンポジウム

・令和 3 年 3 月 15 日(月) 【WEB】長岡技大 SHARE 最終成果報告会

〇会議発表 

・令和 2 年 7 月 18 日(土) 消化管癌及び消化管疾病国際シンポジウム

（尊義医科大学と新潟大学）日中翻訳 

・令和 2 年 11 月 17 日(火)  新潟大学 産学 U-go フェスタ 2020

・令和 2 年 11 月 19 日(木)  新潟技術交流会

・令和 3 年 2 月 16 日(火) 13:30～14:30 【WEB】EPMA 講習会

〇講義など 

・令和 2 年 8 月 31 日(月)～9 月 4 日(金) 大型機器分析技術(古川貢，小西博已，梅林泰宏， 

木村勇雄，大島勇人，三ツ井敏明，金古堅太郎) 

〇研修など 

・令和 2 年 4 月 6 日(月)【WEB】Rigaku XRD ウェブセミナー 

・令和 2 年 4 月 13 日(月)【WEB】組織研究会 装置等リモート操作の実例紹介

・令和 2 年 4 月 23 日(木)【WEB】設備 NW 英語研修

・令和 2 年 5 月 1 日(金)【WEB】設備 NW 英語研修（ライティング）
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・令和 2 年 5 月 7 日(木)【WEB】設備 NW XPS 担当者座談会 

・令和 2 年 6 月 5 日(金)【WEB】Rigaku  Raman ウェブセミナー 

・令和 2 年 6 月 10 日(水)【WEB】Rigaku  質量分析、イメージング質量分析の基礎 

・令和 2 年 6 月 11 日(木)【WEB】日本電子 ポリマー分析における MALDI-TOFMS の基礎知識

・令和 2 年 6 月 26 日(金)【WEB】Rigaku  X 線 CT、TG ウェブセミナー 

・令和 2 年 7 月 22 日(水)【WEB】設備 NW 質量分析技術研修会・RP オイルシール交換の実習

・令和 2 年 7 月 29 日(水)【WEB】設備 NW 質量分析セミナー～物質の同定と定量を迅速に～

・令和 2 年 7 月 30 日(木)【WEB】設備 NW 第 2 回英語研修（ライティング）

・令和 2 年 7 月 31 日(金)【WEB】設備 NW  第 2 回質量分析技術研修会～試料前処理編～

・令和 2 年 8 月 27 日(木)【WEB】設備 NW 第 3 回英語研修（ライティング）

・令和 2 年 9 月 17 日(木)【WEB】ライカ

新型ウルトラミクロトーム ARTOS 3D オンラインセミナー 

・令和 2 年 10 月 15 日(木)【WEB】日本電子 EPMA ユーザーズミーティング

・令和 2 年 10 月 15 日(木)【WEB】DIFFRAC.TOPAS オンライン講習会_Day１

・令和 2 年 10 月 22 日(木)【WEB】DIFFRAC.TOPAS オンライン講習会_Day２

・令和 2 年 10 月 29 日(木)【WEB】DIFFRAC.TOPAS オンライン講習会_Day３

・令和 2 年 11 月 5 日(木)【WEB】DIFFRAC.TOPAS オンライン講習会_Day４

・令和 2 年 11 月 24 日(火)【WEB】日本電子 TEM ウェブセミナー

・令和 3 年 2 月 5 日(金)【WEB】アルバック・ファイ XPS ユーザーズミーティング

・令和 3 年 2 月 10 日(水)【WEB】日本顕微鏡学会 電顕チュートリアル 2020

[Ⅹ線回折利用者講習会] 

１．令和 2 年 6 月 8 日(月)  14:00～15:00 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

２．令和 2 年 6 月 8 日(月)  15:00～16:00 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

３．令和 2 年 6 月 8 日(月)  16:00～17:00 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

４．令和 2 年 6 月 9 日(火)  14:00～15:00 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

５．令和 2 年 6 月 9 日(火)  15:00～16:00 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

６．令和 2 年 6 月 9 日(火)  16:00～17:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

７．令和 2 年 6 月 10 日(水)  14:00～15:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

８．令和 2 年 6 月 10 日(水)  15:00～16:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

９．令和 2 年 6 月 10 日(水)  16:00～17:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１０．令和 2 年 6 月 11 日(木)  14:00～15:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１１．令和 2 年 6 月 11 日(木)  15:00～16:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１２．令和 2 年 6 月 11 日(木)  16:00～17:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１３．令和 2 年 6 月 12 日(金)  15:00～16:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１４．令和 2 年 6 月 12 日(金)  16:00～17:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１５．令和 2 年 6 月 16 日(火)  14:00～15:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 
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１６．令和 2 年 6 月 16 日(火)  15:00～16:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１７．令和 2 年 6 月 16 日(火)  16:00～17:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１８．令和 2 年 6 月 25 日(木)  16:00～17:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

１９．令和 2 年 7 月 30 日(木)  10:00～11:30  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

２０．令和 2 年 11 月 11 日(水)  9:00～10:00  「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

[FACS 利用者講習会] 

１．令和 2 年 10 月 15 日(木)  10:00～12:30 「FACS Celesta 講習会」BD 社 

２．令和 2 年 10 月 15 日(木)  14:00～16:30  「FACS Celesta 講習会」BD 社 

３．令和 2 年 12 月 7 日(月)  9:30～17:00  「FACSAriaⅢ講習会」BD 社 

４．令和 2 年 12 月 8 日(火)  9:30～17:00  「FACSAriaⅢ講習会」BD 社 

[NMR 利用者講習会] 

１．令和 2 年 6 月 8 日(月)  9:00～10:00 「NMR 装置の使用方法」 

２．令和 2 年 6 月 8 日(月)  11:00～12:00 「NMR 装置の使用方法」 

３．令和 2 年 6 月 9 日(火)  9:00～10:00 「NMR 装置の使用方法」 

４．令和 2 年 6 月 9 日(火)  11:00～12:00 「NMR 装置の使用方法」 

５．令和 2 年 6 月 10 日(水)  9:00～10:00 「NMR 装置の使用方法」 

６．令和 2 年 6 月 10 日(水)  11:00～12:00 「NMR 装置の使用方法」 

７．令和 2 年 6 月 11 日(木)  11:00～12:00 「NMR 装置の使用方法」 

８．令和 2 年 6 月 12 日(金) 9:00～10:00 「NMR 装置の使用方法」 

９．令和 2 年 6 月 12 日(金)  11:00～12:00 「NMR 装置の使用方法」 

１０．令和 2 年 6 月 15 日(月) 9:00～10:00 「NMR 装置の使用方法」 

１１．令和 2 年 6 月 15 日(月)  11:00～12:00 「NMR 装置の使用方法」 

１２．令和 2 年 6 月 16 日(火) 9:00～10:00 「NMR 装置の使用方法」 

１３．令和 2 年 6 月 16 日(火)  11:00～12:00 「NMR 装置の使用方法」 

１４．令和 2 年 6 月 17 日(水) 9:00～10:00 「NMR 装置の使用方法」 

１５．令和 2 年 6 月 19 日(金)  10:00～11:00 「NMR 装置の使用方法」 

１６．令和 2 年 6 月 19 日(金)  11:00～12:00 「NMR 装置の使用方法」 
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〔機 器 利 用 状 況〕 

機器

2020 年 4 月－2021 年 3 月 

延べ使用人数 (人) 延べ使用時間 (時間) 

*1分析相談件数

(件) 

*2依頼分析件数 (件)

D2 Phaser 506 989 2(0) 0(0) 

EPMA-1610 112 791 2(4) 77(35)

LTQ Orbitrap XL 1 24 0(0) 1(0) 

ITQ700-NR 6 5 0(0) 0(0)

Exactive-NR 108 118 2(0) 0(0)

JM10 3 13 2(0) 3(0)

赤外分光光度計 104 40 0(0) 0(0) 

400-MR 2737 795 0(0) 0(0) 

*3NMR

System700 
― ― ― ―

Avance III HD 

400 NanoBay 
4538 1733 1(0) 10(10)

FACS Aria3 18 826 6(0) 0(0) 

XtaLABmini 32 193 0(0) 0(0)

MALDI-TOF MS 7 8 1(0) 0(0) 

JXA-8800 47 343 3(2) 1(1)

Quantum 2000 11 363 5(0) 0(0) 

*1  括弧内は，学外からの分析相談件数．

*2  括弧内は，学外からの依頼分析件数．

*3  故障のため未稼働
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放射性同位元素部門 

本学では、多くの教員・学生がＲＩや放射線を利用して研究を実施しているが、本学における

ＲＩ教育・研究の円滑な推進およびＲＩに係る安全管理の中心的役割担うことを目的として本部

門は設置されている。本部門の最も重要な業務は、放射線施設の管理運営、放射線研究機器を教

育研究に供すること、および、放射線業務従事者の管理にある。 

本部門は旭町ＲＩ施設と五十嵐ＲＩ施設の２施設からなり、それぞれ旧アイソトープ総合セン

ターおよび旧自然科学系附置ＲＩセンターを承継した施設である。両施設ともそれぞれの地区に

おけるＲＩ研究および放射線安全管理の拠点として活用されている。 

令和 2 年度は新型コロナ感染症の拡大防止のため、例年とは異なる対応が求められた。放射線

取扱者に対する教育訓練は、これまで対面での講習会にて実施していたが、これが不可能となっ

たため、急遽、オンデマンド型の e-learning システムを導入して実施した。ＲＩ施設利用に関

しては、マスクの着用や消毒液の配置など大学の研究指針に従い従来通りの利用が行われた。 

（１）放射線取扱者に対する全学教育訓練

ＲＩ教育訓練は、平成 7年度より放射性同位元素部門旭町ＲＩ施設（旧アイソトープ総合セン

ター）が中心となり企画・実施をしている。この講習会は法令に基づくもので、放射線を用いた

研究を実施する者全てに受講させねばならないものとなっている。本学の放射線施設利用者だけ

でなく、他大学等の放射線施設を利用する本学の研究者・学生に対しても実施する必要がある。

近年、大型の放射線研究機器を備えた全国共同利用施設等の利用も進んでおり、本学の研究活動

を支える重要な業務の一つである。 

令和 2 年度は定期講習会にはオンデマンド型の e-learning システムを利用した。定期講習会

を受講できなかったものに対しては、補講として少人数の対面講習会もしくはオンライン講習会

を開催した。教育訓練のコンテンツは、放射性同位元素部門の教員及び各部局の関係教員が作成

した。以下に令和２年度の教育訓練の実施プログラムと受講者数を示す。 

【定講習会プログラム】 

１．放射性同位元素と放射線 理学部 後藤真一

２．放射線の人体に与える影響および

それにともなうRIの安全取扱い 
医学部（元） 高橋俊博

３．非密封 RI の安全取扱い 脳研究所 中村ゆきみ

４．密封 RI の安全取扱い 医学部 早川岳英

５．放射線障害の防止に関する法律 工学部 狩野直樹

６．RI 安全取扱いの手引き 放射性同位元素部門 泉川卓司

７．旭町 RI 施設放射線障害予防規定 放射性同位元素部門 後藤淳

８．五十嵐 RI 施設放射線障害予防規定 理学部(放射性同位元素部門兼任) 大坪隆
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【放射線取扱者に対する教育訓練講習会 受講者数 （令和２年度）】 

【臨時講習会（補講）】 

実施年月日 区分 会場 

令和２年 7月27日〜29日 新規 旭町ＲＩ施設 

令和２年 10月6日 再教育 旭町ＲＩ施設 

令和２年 11月26日〜30日 新規 オンライン

令和２年 12月21日〜23日 新規 オンライン

令和３年  2月3,4,8日 新規 旭町ＲＩ施設 

（２）旭町ＲＩ施設

旭町 RI 施設は、平成 5年に全国の国立大学の中で第 13 番目に設置されたアイソトープ総合セ

ンターをその前身としており、設立以降現在に至るまで、本学における RI・放射線の安全管理

の中心的役割を担っている。 

 本学の RI 研究の多様なニーズに応えるため、本施設は多核種・大量の RI を使用できる施設と

して設計・運用されており、RI 標識薬剤による小動物トレーサー実験、遺伝子や蛋白質の解析、

放射線検出器の開発、ガンマ線照射装置による放射線照射研究などに利用されている。令和 2 

年度の登録従事者数は 118 名であった。 

新規教育訓練受講者 208名

再教育訓練受講者 338名

合計 546名

（学部別内訳）

理学部 40 28 68 0 0 0

工学部 17 12 29 1 0 1

農学部 22 23 45 8 0 8

自然科学研究科（理学） 0 45 45 0 0 0

自然科学研究科（工学） 2 13 15 0 0 0

自然科学研究科（農学） 4 17 21 0 0 0

教育学部 6 4 10 0 0 0

医歯学総合研究科（医学） 13 26 39 3 0 3

医歯学総合研究科（歯学） 0 5 5 2 0 2

脳研究所 0 22 22 2 0 2

保健学科 40 86 126 1 0 1

医歯学総合病院 35 33 68 6 0 6

保健学研究科 2 10 12 0 0 0

研究推進機構 1 11 12 1 1 2

その他 0 2 2 2 0 2

合計 182 337 519 26 1 27

新規

定期講習会 補講

計 新規 再教育 計再教育
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【登録従事者数（令和２年度）】 

所属（部局・講座・研究室） 人数 

医歯学総合研究科

（医） 

ウイルス学分野 2 

28 

免疫・医動物学分野 3 

血液・内分泌・代謝内科学分野 4 

消化器内科学分野 10 

機能分子医学講座 1 

病態栄養学寄附講座 2 

国際感染医学講座 2 

呼吸器感染内科学分野 1 

循環器内科学分野 1 

機能再建医学講座 2 

医歯学総合研究科

（歯） 

口腔生化学分野  1  

6 口腔解剖学分野  3  

生体組織再生工学分野 2 

保健学研究科学科 

・保健学科

放射線技術科学分野  3  

7 
検査技術科学分野  4  

脳研究所 基礎神経科学部門 モデル動物開発分野 7 

12 分子神経生物学分野 3 

統合脳機能研究センター 生体磁気共鳴学分野 2 

医歯学総合病院 呼吸循環外科学分野 

 
1 

15  

血液浄化療法部 1 

脳神経外科 1 

消化器内科 1 

循環器内科 4 

小児科 4 

歯科放射線科 1 

皮膚科 1 

魚沼地域医療教育センター 1 

自然科学研究科（理） 物性科学講座  1  1 

自然科学研究科（工） 材料生産システム 2  2 

自然科学研究科（農） 分子生命科学 1 1 

日本酒学センター 1 1 

研究推進機構 放射性同位元素部門 5  5 

合計 78 

（学生実習） 

所属（部局・講座・研究室） 人数 

医学部保健学科 放射線技術科学専攻 2 年生 40 

Ｒ２年度登録者 合計 118 名 
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【ＲＩ受入量（令和 2年度）】 

核種 放射能量 

H-3 185.0 MBq 

P-32 489.8 MBq 

S-35 122.2 MBq 

合計 797.0 MBq 

【廃棄物引渡量（令和 2 年度）】 

廃棄物の種類 引渡数量 

可燃物 2 本（50L ドラム缶） 

難燃物 5 本（50L ドラム缶） 

不燃物 1 本（50L ドラム缶） 

無機液体 1 本（25L 容器） 

【実習（令和 2 年度）】 

令和２年度に旭町ＲＩ施設にて実施された実習等 

放射化学実験 第 2 期 金曜日 3，4限 医学部保健学科放射線技術科学専攻 2 年 

【設置機器】 

I 放射線管理機器 

Ａ. 放射線監視システム 

ベータ線水モニター 

ベータ（ガンマ）線ガスモニター 

ヨウ素モニター

ガンマ線水モニター

ガンマ線ガスモニター

ガンマ線エリアモニター

入退管理システム

ハンドフットクロスモニター

ポータブルエリアモニター

B. サーベイメーター

ＧＭサーベイメーター

電離箱サーベイメーター

シンチレーションサーベイメーター
125Ｉ用サーベイメーター

アルファ線サーベイメーター

簡易サーベイメーター

中性子サーベイメーター

Ｃ. 放射線防護機器・教育機器 

ポケット線量計 

電子線量計 

プロテクションシールド 

ＲＩ用エプロン 

ＲＩ用耐火性保管庫 

固体廃棄物容器 

液体廃棄物容器 

標準型鉛容器 

鉛ブロック 

カリフォルニア型フード

遠赤外動物乾燥装置

II 一般理化学機器 

オートラジオグラフィ用遮蔽鉛箱

ガンマ線照射装置

バイオイメージングアナライザー

高速液体クロマトグラフ装置

分光光度計

微量精製装置

凍結切片作成装置

キュリーメーター

多機能超遠心機

卓上超遠心機

マイクロ冷却遠心機

小型微量遠心機

汎用卓上遠心機

遠心濃縮機
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電気泳動装置 

ゲル乾燥システム 

ゲル撮影キャビネット 

UVイルミネーター（312/254nm） 

ハイブリダイゼーションオーブン

振とう恒温槽

アルミブロック恒温槽

投げ込み式クーラー

振とう機

自動pH/血液ガス分析装置

クリーンベンチ

オートクレーブ

ＣＯ２インキュベーター

インキュベーター

動物飼育装置

ラボフリーザー

純水製造装置

カートリッジ純水器

アイスメーカー

送風定温乾燥機

PCRサーマルサイクラー

ホールプローブ

pHメーター

生物顕微鏡

倒立型顕微鏡

実体顕微鏡

簡易型顕微鏡撮影装置

超音波ホモジナイザー

ホモジナイザー

超音波洗浄機

低バックグラウンド液体シンチレーション

オートウェルγシステム

液体シンチレーションカウンター

マイクロチューブミキサー

タッチミキサー

マグネチックスターラー

ペリスタポンプ

ホットプレート

天秤

オシロスコープ

ファンクションジェネレーター

マルチチャンネルアナライザー

マルチパラメーターADC

陽電子消滅寿命測定システム

β線用ＧＭカウンター

NaIシンチレーションディテクター

Ｇｅ半導体検出システム

プラスチックシンチレーション検出器 

二重収束型質量分析器 

Nd:YAGレーザー・色素レーザー 

放射線計測回路 

放射線検出器用高圧電源 

工作機械 

電気炉 

真空ポンプ 

特殊ガス設備（窒素ガス、圧縮空気、真空） 
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（３）五十嵐ＲＩ施設

放射性同位元素部門五十嵐地区 RI 施設(旧自然科学系附置 RI センター)の令和 2 年度の登録従事者数は

自然科学系を中心に 192 名であった。内訳については表 1 に示す。施設利用申請は理工農学部及び研究

推進機構合わせて 12 件あり、トレーサー利用、RI を利用した遺伝子と発現解析、トリチウムを用いた反

応解析研究、超アクチノイド元素研究などが行われた。令和 2 年度中の RI 受入は 1 核種 11.1MBq であ

り、RI 譲受は 4 核種 7.85 MBq であった。また廃棄物引渡は可燃物 2 本、難燃物 4 本、無機液体 1 本で

あった。

表 1  五十嵐 RI 施設(旧自然科学系附置 RI センター) 令和 2 年度施設管理状況 

【登録従事者数（令和 2 年度）】  

部局 教職員 学部生 大学院生 その他 合計

教育学部 1 3 0 0 4

農学部 13 20 15 0 48

理学部 24 31 43 0 98

工学部 10 17 14 0 41

その他 1 0 0 0 1

合計 49 71 72 0 192

【RI 受入量】  【廃棄物引渡量】 

核種 放射能量 廃棄物の種類 引渡数量

14C 11.10 MBq  可燃物 2 本（50L ドラム缶）  

合計 11.10 MBq  難燃物 4 本（50L ドラム缶）  

無機液体 1 本（25L 容器）

【RI 譲受量】 

核種 放射能量

88Zr 2.10 MBq
95Nb 3.00 MBq
175Hf 2.10 MBq
203Hg 0.65 MBq

合計 7.85 MBq
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リン酸化ミミック分子を用いた疾患関連プロテイン

ホスファターゼ結合分子の探索

理学部理学科化学プログラム 中馬吉郎 

１．はじめに 

生体内のシグナル伝達において中心的な役割を担っている「タンパク質のリン酸化」は、プロテイン

キナーゼとプロテインホスファターゼにより厳密に制御されており、その制御破綻が、がんを含む様々

な疾患に関与することが知られている。我々の研究室では、「化学の視点から生命現象を理解すること」

を目指し、これまで「がん」を中心とした疾患関連タンパク質、特にがん関連プロテインホスファター

ゼを標的とした抗がん剤の開発、ならびに疾患メカニズムの解明について取り組んできた。プロテイン

ホスファターゼが結合する標的リン酸化部位を解析するためには、合成されたリン酸化ペプチドが広く

使用されており、標的リン酸化部位の抗体作製やホスファターゼ活性測定などに利用される。これまで

当研究室では、天然由来リン酸化ペプチドだけでなく、人工アミノ酸を導入した様々なリン酸化ペプチ

ドを合成・精製し、疾患関連ホスファターゼに対する基質探索や阻害剤開発に応用してきた。合成した

リン酸化ペプチドの精製評価、ならびに純度検定は合成物の機能評価に必須であり、現在共用設備基盤

センターの質量分析装置により評価・確認を行っている。今回、同センターの共通機器を利用して確認・

評価したリン酸化ペプチドを用いた「脱リン酸化酵素に対する新規基質・阻害剤の開発研究」について

ご紹介する。 

２．発がんに関連する FCP/SCP タイプホスファターゼ Scp1 

生体内の Ser/Thr 残基を脱リン酸化する Ser/Thr プロテインホスファターゼの一つである FCP/SCP タ

イプホスファターゼは、触媒ドメインに DXDX(T/V)モチーフを有しており、本モチーフに含まれるアスパ

ラギン酸残基（D, Asp）は、酵素活性中心の金属配位残基として機能している 1)。Mg2+イオンは、FCP/SCP

タイプホスファターゼの酵素活性に必要不可欠であり、DXDX(T/V)モチーフの Asp 残基によって負に帯電

した表面を形成し脱リン酸化反応を触媒する(図 1)2)。これまで Scp1 の唯一の生体内基質として RNA 

polyII が知られていたが、近年、REST、Snail、

c-Myc、Twist、Akt、PML 及び Smad といった多

様なタンパク質が Scp1 の基質として報告され、

Scp1 が様々な生体内シグナル制御に関与して

いることが知られるようになった 3)-11)。特に、

REST や Snail といった発がん関連タンパク質

が Scp1 の基質として報告されたことから、

Scp1 を標的とした阻害剤は抗がん剤のリード

化合物候補として期待されている。これまで

Scp1 に対する阻害剤としてラベプラゾールが

知られているが、本分子は Scp1 阻害剤として

機能する一方、ATPase 阻害剤としても機能す

図１ FCP/SCP タイプホスファターゼ 脱リン酸 

化触媒機構。 
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ることから、Scp1 に対して高い特異性・親和性を有する新たな阻害剤の開発が強く望まれている 12)。酵

素の活性中心を標的とした一般的な阻害剤開発の手法としては、①有機化合物ライブラリやペプチドラ

イブラリから標的に強く結合する固有分子をスクリーングする手法に加え、②既知基質を母体構造とし

た構造類似体を合成し、高親和性・高選択性の阻害剤を開発する手法が広く利用されている。しかしな

がら、標的としている FCP/SCP タイプホスファターゼの Scp1 は、明確な基質モチーフが存在していない

ことに加え、リン酸化ペプチド基質は脱リン酸化されたのち速やかに酵素から解離するため、これまで

簡便かつ有用な基質解析法がほとんど知られていないのが現状である。

３．リン酸化ミミック分子として機能するフッ化アルミニウムイオン(AlF4-)、ならびにフッ化ベリリウ

ムイオン(BeF3-)

そこで、我々は Scp1 ホスファターゼの新規基質探索法を開発するため、リン酸基認識酵素の活性中心

においてリン酸基と同様な配向を示すことが知られているフッ化アルミニウムイオン(AlF4-)、ならびに

フッ化ベリリウムイオン(BeF3-)に着目した。これまで、複数の DXDXT/L モチーフ含有酵素と金属フッ化

物の共結晶化解析により、AlF4-および BeF3-はいずれもホスホリルまたはリン酸基の模倣分子として機能

することが知られている（図２）。実際に、FCP/SCP タイプホスファターゼにおいても AlF4-、ならびに BeF3-

との共結晶化構造が明らかとなっており、AlF4-との複合体は脱リン酸化加水分解反応時の五配位ホスホ

ラン遷移状態に類似し、BeF3-との複合体は四面体構造のホスホアスパラギン酸中間体に類似しているこ

とが報告されている 13)，14)。 

図２ リン酸模倣分子フッ化アルミニウムイオン（AlF4-）とフッ化ベリリウムイオン（ BeF3-）。 

－29－



４．リン酸化ミミック分子を用いた Scp1 基質・阻害剤の探索 

我々は、これらリン酸化ミミック分子とペプチド提示ファージディスプレイ法を組み合わせることに

より、安定なリン酸化ミミック分子－酵素－ペプチドの安定な３種複合体を形成させ、標的となる脱リ

ン酸化酵素に対する基質・阻害剤を同定する新規手法（PMPD 法）を開発し、Scp1 のペプチド基質の探索、

ならびに基質ポケットを標的としたペプチド性阻害剤の同定を行った（図３）15)，16)。まず最初に、Scp1

の活性に対する AlF4-および BeF3-の効果を調べたところ、Al3+、Be2+、F－イオン単独では Scp1 の脱リン酸 

図３ FCP/SCP タイプホスファターゼ基質探索のための PMPD 法。 

図４ PMPD 法を用いた Scp1 ホスファターゼに対する基質・阻害

剤ペプチドの探索。
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化活性に影響を与えない一方、AlF4-および

BeF3-のリン酸化ミミック錯体を Scp1 に添加し

た場合、顕著な酵素活性低下がみられた。これ

らのことから、AlF4-および BeF3-はともにリン

酸化模倣分子として、Scp1 活性中心に結合す

ることが示唆された。次にこれらリン酸化ミミ

ック分子存在下、ペプチド提示ファージライブ

ラリーを用いた Scp1 結合ペプチドの探索を実

施し、Scp1 に対して強く結合するリン酸化ペプチド候補のスクリーニングを実施した（図４）。AlF4-存在

下におけるスクリーニングにおいて、複数のペプチドに配列の集積がみられ、その多くがリン酸化可能

なセリン、ならびにスレオニン残基を含んでいた 15)。特に検出頻度の高かった ALM12-1 について、その

リン酸化ペプチドアナログを化学合成し Scp1 に対する酵素活性評価を実施したところ、AlM12-1 の６位

セリンが Scp1 により効率よく脱リン酸化されることが示された（表１）16)。このことから、AlF4-を用い

た PMPD 法により、FCP/SCP タイプホスファターゼの基質候補を探索することが可能であることが示され

た。 

続いて、BeF3-存在下で PMPD 法を実施したところ、BeM12-1 配列の集積が確認された（表１）。そこでリ

ン酸化ペプチド BeM12-1（1pT）を化学合成し、Scp1 に対する脱リン酸化活性を評価した。その結果、興

味深いことに BeM12-1(1pT)は Scp1 による脱リン酸化を受けない一方、阻害剤として機能することが明ら

かとなった（図５A）16)。 さらに LineWeaver-Burk プロット解析から、本分子が Scp1 の基質結合サイト

に結合する競合阻害剤として機能することが明らかとなった（図５B）。これらの結果から、我々が開発

した PMPD 法が、Scp1 を含む FCP/SCP タイプホスファターゼに対して、基質配列の同定のみならず酵素阻

害剤の探索にも有用であることが強く示唆された。 

図５ BeM12-1(1pT)ペプチドによる Scp1 ホスファターゼ阻害 A）

BeM12-1(1pT)による濃度依存的 Scp1 活性阻害、B) BeM12-1(1pT)による 

Scp1 活性阻害の Lineweaver-Burk plot 解析。 
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５．おわりに 

本稿で紹介した PMPD 法は、 これまで有用な基質同定法や阻害剤探索法が確立していなかった Scp1 ホ

スファターゼに対して、有用な基質・阻害剤探索法であることが示された。また本手法は、Scp１のみな

らず、その触媒メカニズムが保存されている他の FCP/SCP タイプホスファターゼに対しても適用可能で

あると考えら、幅広い応用が期待されている。 

今回ご紹介させていただいた研究内容は、8 年前に新潟大学で研究室を立ち上げた後に得られた研究成

果であり、質量分析装置を含めた新潟大学共用設備基盤センターの機器を大いに活用させていただいた。

共通機器利用で得られた実験データは、客観性担保や利用者間での課題共有も可能であり、新たな研究

課題の創出や共同研究・異分野融合研究に繋がることも期待できることから、共通基盤設備の重要性は

今後ますます高まると考えている。今後も共通基盤設備を利用させていただいている一研究者として、

研究成果を自身の研究分野のみならず社会へ発信していけるよう日々精進していく所存である。 

最後に、今回このような研究紹介の機会をいただきました共用設備基盤センターの古川貢先生に厚く

感謝申し上げます。 
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プロトンＣＴシステムの開発研究 

研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門 

准教授 泉川卓司

１．はじめに 

加速器を用いた粒子線治療はその線量集中性や細胞致死効果の高さなど優れた特性を有していること

から近年めざましい発展を遂げており、各地に新規の施設が設置され、現在では 24 箇所を数えるまでに

なっている。さて、治療に必要な放射線量の決定のために治療に先んじて実施しなければならない腫瘍

の位置や物質密度の測定には、現状ではＸ線による画像診断装置を用いているが、粒子線とＸ線では人

体や物質との相互作用が異なるため、必ずしも精度の高い線量分布が予測されているとは言い難い。そ

こで、Ｘ線による画像診断に代えて陽子線や炭素線など実際の治療に用いる放射線を用いて画像診断が

行えれば、人体との相互作用が同じであるので、より正確に体内における粒子線治療の線量分布の予測

ができることになり、よりよい治療計画を策定することができると期待される。 

このような利点から、粒子線を用いた断層写真の技術に関する研究は、1983 年に世界に先駆けて筑波

大グループが高エネルギー加速器研究機構の陽子線加速器を用いて行われて以来、世界各地でなされて

いる[1]。我々は、陽子線写真撮像のための装置の検出器として、高エネルギー物理学分野の最前線で発

展させられてきたシリコンストリップ検出器を利用した装置開発を通じて、この課題に取り組んでいる。

近年のシリコンストリップ検出器の技術・性能向上はめざましいものがあり、従来の位置検出器を用い

た試みに比べて、コンパクトで位置分解能の優れた装置の開発が可能である。今回我々が利用したシリ

コン検出器は、約 200μm ピッチのストリップ検出部 384 本を持つもので、これを複数個、測定試料の前

後に設置することにより粒子線の軌跡を高い分解能で測定しようというものである。また、シリコンス

トリップ検出器を複数枚用いて、測定対象物の前方と後方の粒子軌跡を完全に追跡するところも本装置

の特徴の一つである。現時点では 2 次元画像の撮像までで、ＣＴ画像の撮像には至っていないが、本稿

では我々の研究の現状を報告する。 

図１ 実験装置セットアップ 
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２．装置について 

シリコンストリップ検出器は、大きさ 9cm × 9cm、厚さ 400μm、ストリップ間距離は約 228μm ピッ

チの物を使用した。但し、データ収集回路の単純化・高速化のために、使用領域は約 4.5cm×1.5cm に制

限、また、信号の読み出しは 1 本飛ばしに行った（すなわち 456μm ピッチで読み出した）。各ストリッ

プからの信号読み出しはＡＳＩＣを用いた自作インターフェースを介して、一般的なＰＣ用ＡＤ変換ボ

ードにて行った。 

陽子線ビームライン上に以下に述べるように各検出器を配置した（図１）。90 度の角度で交差させたＸ

方向用とＹ方向用のストリップ検出器の組を一組として、被写体の前方に 2 組、後方にも 2 組を配置し、

被写体前後での粒子線の軌跡を１粒子毎に正確に測定し、最後部に置かれた NaI 検出器により粒子のエ

ネルギーを測定する。これら粒子の軌跡とエネルギーの情報から粒子線透過像を得ることができる

ビームラインの最後方に 3 インチ×φ3 インチの NaI(Tl)検出器などのカロリーメーターを配置する。

NaI(Tl)検出器の直前には、厚さ一定のアクリル板を置

いたが、これは陽子ビームの NaI(Tl)検出器中での最大

飛程を制御するためである。また、測定に際しては、厚

さ 3mm のプラスチックシンチレーターをストリップ検

出器の最前方と最後方に配置し、これらを測定のトリガ

ーとしている。 

３．実験結果 

ビーム実験は放射線医学総合研究所のがん治療装

置ＨＩＭＡＣを利用した。ビームエネルギーは160MeV、

ビーム強度は約 1000pps であった。装置の開発初期段階

では、国立がんセンター東病院の陽子線治療装置も用い

た。 

図 2 に使用した NaI(Tl)シンチレーター(3”×φ3”)

のエネルギー分解能を示す。80MeV 以上のエネルギーに於

いてエネルギー分解能 1％以下が得られ、目標としている

電子密度分解能を十分に達成できることが分かった。な

お、ビームエネルギーはアクリル製のアブソーバーを置

くことで変化させた。そのため分解能はアブソーバーに

よるエネルギーの広がりも含んだ値である。 

電子密度分解能を調べるために、電子密度の似通った

物質（アクリルとポリエチレン）を用いた測定を行った。

アクリルとポリエチレンの厚さはどちらも 10mm である。

図 3 に上流側のＸ座標を横軸、陽子の残余エネルギーを

縦軸とした相関図を示す。0<x<10mm 付近が物質無し、

10<x<22mm 付近がポリエチレン、22<x<35mm 付近がポリエチ

レンとアクリルを重ねた領域、35<x<40mm 付近がアクリル

図 2 NaI(Tl)検出器のエネルギー

分解能 

図 3 アクリル 10mm、ポリエチレン 10mm

通過後の残余エネルギー 
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10mm のみを配置した領域である。電子密度導出には物質のイオン化ポテンシャルの値が必要であるが、

敏感なパラメーターではないので、仮にアクリルのイオン化ポテンシャルを用いてアクリル自身、ポリ

エチレンの電子密度を導出すると、真値からのずれはそれぞれ 0.1%, 0.6%であり、十分な電子密度分解

能を持つことが実証された。 

陽子線透過像の撮像実験に用いた被写体は、5mm 幅の階段状のポリエチレン製の物体を用いた。エネル

ギー情報から得られた被写体の電子数をＸ軸に射影した結果を図 4に示す。粒子の位置決めの解析方法

として以下に述べる 2つの方法を試みた。すなわち、方法のひとつは被写体前方の 1 枚目の検出器の情

報だけで位置を指定する方法である（方法Ａ）。もうひとつは軌跡の情報を活用し、被写体の前方と後方

の軌跡を独立して求めて、前方と後方の軌跡の交点（交わらない場合は再近接点の中間点）を位置座標

として指定する方法である（方法Ｂ）。図 4 の階段状の実線は計算から求められた被写体の電子数を表し

ている。数値的に評価するため、誤差関数 EFRC[ (x-p2)／√2 σ]+p3 にて空気と被写体との境界部を解

図 5 （左図）2次元電子数密度分布、 

（上図）階段状の被写体寸法図。 

図 4 1 次元電子数分布。2次元データをＸ軸へ射影。 

(A) 被写体前方の位置情報だけを用いる方法で解析したもの。

(B) 前方、後方の交点を位置座標とする方法で解析したもの。
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析すると、境界部のスロープを表すパラメーターσは、方法Ａで 1.0mm（最初の 1 枚(X1)だけを用いた場

合）もしくは 0.7mm（2 番目の 1 枚(X2)だけを用いた場合）、方法Ｂでは 0.5mm であった。明らかに前方

と後方の軌跡の交点を求める方法Ｂの方が被写体の境界部を、より良く再現していることが分かる。こ

れらの結果は、本装置の特徴である前方と後方の軌跡を独立して測定しているからこそ得られたもので

あり、本研究手法が物質密度の再現に当たってきわめて有効な手法であることが分かった。図 5 に方法

Ｂによる 2次元画像を示す。[2] 

４．装置の高速化に向けて 

今回紹介した測定システムの問題点として、データ収集レートが 200 個/秒 程度と遅い点があげられ

る。ＣＴ画像の構成のためには多方向からの大量のデータが必要となることから、この装置では残念な

がら現実的な時間でＣＴ画像の撮像は不可能である。そこで、現在、装置の高速化に取り組んでいる。

遅い収集レートの最たる原因は、各ストリップからの信号をマルチプレクサ回路で順次読み出して AD 変

換する、という方式にある。現在、これを改めて、各ストリップの信号を同時に（パラレルに）読み取

り、かつ、コンパレーターによるパルス波高弁別のみを行う方式に変更した。ただし、シリコン検出器

自体もこれまで使用していた高精細なストリップ検出器ではなく、ストリップ数を 16 ストリップと大幅

に減らした単純なものとした。この検出器の動作実験を行ったところ、高ビーム強度下においても数百 k

〜1M 個/秒にて動作することが確認され、1000 倍以上高速化する事が出来た。16 ストリップでは精細な

画像撮像は困難であるが、原理的にはパラレル動作するこのシステムをスケールアップすることで、現

実的な時間でＣＴ画像が撮像可能になるものと考えている。 

陽子線 CT システム全体の高速化のためにはカロリーメーターの高速化も必須となる。そこで、高速な

シンチレーターである YAP (YAlO3(Ce) perovskite)の特性測定実験も行った。YAP はシンチレーション光

の減衰時間が 30ns と高速であり、また耐放射線性能も良好なシンチレーションである。低ビーム強度で

の動作テストを行い、十分なエネルギー分解能とエネルギー直線性を持つことは確認している。今後高

ビーム強度での測定を行う予定である。 

（本研究は北里大学理学部川崎健夫教授との共同研究として実施しています。） 

[1] Y.Takada et al., Nucl.Instr.Meth. A273 (1988) 410.

[2] Y. Saraya, T. Izumikawa, et al., Nucl.Instr.Meth. A735 (2013) 485.
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機器分析部門 
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4. 村山仁愛, 俣野善博, リン官能基で置換された新規アルキニルアントラセンの合成と光物性, 第 47
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フィリンの合成, 第 80 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム, オンライン開催, 2020 年 12 月
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【１．論文発表】 

1. I. Kimura, T. Sekine, Y. Endo, Production of calcium magnesium phosphate microspheres in a

water-in-oil-in-water dispersion. Colloids and Surfaces A: Physicochemical and Engineering

Aspects, 613, 2021, 126089. doi:10.1016/j.colsurfa.2020.126089.

2. 堀井雄太, 宮本直人, 狩野直樹, 今泉洋, セシウム吸着に用いるプルシアンブルー類似体の特性評価

と水溶液中からのセシウム除去法の検討, RADIOISOTOPES 69, 2020, 217-231. doi:

10.3769/radioisotopes.69.217.

3. Sihan Feng, Xiaoyu Du, Munkhpurev Bat-Amgalan, Haixin Zhang, Naoto Miyamoto, Naoki

Kano , Adsorption of REEs from aqueous solution by EDTA-Chitosan modified with zeolite

imidazole framework (ZIF-8), Int. J. Mol. Sci., 22, 2021, 3447. doi:10.3390/ijms22073447.

4. Ren Zeng, Liuyun Li, Tadaaki Shimizu, Hee Joon Kim, Direct Conversion of Methane to

Methanol over Copper-Exchanged Zeolite under Mild Conditions, Journal of Energy Engineering,

146(6), 2020, 04020061.
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7. 小林大地, 任田篤正, 小澤まどか, 神田泰洋, 竹内新, 雑賀史浩, 木口倫一, 松崎伸介, 片貝智哉,
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6. 高山昂己, 広瀬雄介, 土塔寛, 本多史憲, 本間佳哉, 青木大, 摂待力生, UPd2Cd20 の置換効果の研究

II, 日本物理学会, 2020 年 9 月.
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【3．書籍】 

1. 野杁由一郎, 臓器別がん標準治療に即した周術期口腔機能管理
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登録番号 第 27817 号, コシヒカリ新潟大学 NU１号.
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